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１．はじめに 

離島への送水方法として、海底配管が

多く用いられています。海底配管は陸上配管と異

なり、厳しい自然条件にさらされるため十分な現

地調査を行うことによって、敷設工法が選定され

ます。 

現地調査の方法は、官公庁や漁業協同組合等か

らの情報収集(気象、海象、海上交通、航路、漁

業など)、海洋調査測量会社による実測データ(潮

流、海底地質など)、および工事専門家による工

事情報収集などが考えられます。 

２．敷設工法と特徴 

海底配管の敷設工法を大別すると、敷設船工法

(レイバージエ法)、浮遊曳航法(フローターエ法)、

海底曳航法(ボトムプルエ法)があり、パイプライ

ンの条件や環境および作業船の条件などを勘案

し、安全かつ経済的な方法を選定します。概要を

以下にまとめます。 

 

（出典：水道技術ジャーナル 2006年 1月） 

Ｑ 海底送水管の敷設工法の種類と特徴について 

 


